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第 1章 遺跡の概要と調査の経緯
(東海市教育委員会 永井伸明)

第 1節 遺跡の概要

松崎遺跡 (貝塚)(注 呵)は、愛知県東海市大田町松崎に所在する古墳時代後期 (5

世紀後半)か ら平安時代 (11世紀)に営まれた製塩遺跡であり、東海市役所西方約

300mの名古屋鉄道常滑線と国道 247号線の間の畑地を中心に展開している。現状は

畑地であるが、近世期の新田開発が行われる以前は、海岸縁であったと考えられる。

東海市中央部から知多市北部にかけて広がる海岸平地は、知多半島でも有数の広さ

をもつ。この海岸平地には、旧海岸線とほぼ平行するように数列の微高地の連なりが

認められ、これらは、砂堆 (浜堤・沿岸州)と 呼ばれている。この砂堆列は、その位

置関係から三区分されており、内陸から海岸へ向かつて順次第一、第二、第二砂堆と

分類されている(注 2)。 本遺跡は、上述の分類によると、最も海岸寄りの「第二砂

堆」の北端に立地する。「第二砂堆」上には、本遺跡以外にも多くの製塩遺跡が分布

して�ヽる。

調査歴としては、昭和 44～45年 (1969～ 1970年 )にかけて行われた発掘調査が最

初であるが、調査場所等の記録が残つていないため詳細は不明である(注 3)。

昭和 51年 (1976年)には農地改良に伴い、夏期と冬期の2度にわたり東海市教育

委員会による発掘調査が行われ (注 4)、 昭和 63年～平成元年にかけては国道 247号改

良工事に伴い、愛知県埋蔵文化財センターによる発掘調査が行われている (注 5)。

これらの4度にわたる調査により、本遺跡の立地・存続期間・性質・規模の概要が

明らかとなつた。本遺跡で塩生産が営まれた時期は、古墳時代後期 (5世紀後半)か

ら平安時代 (H世紀)に及んでおり、知多半島の中でも最もまとまった製塩遺跡であ

り、知多式製塩土器編年の基準資料となつている。

第2節 調査の経緯         `

本遺跡は、知多半島の中でも、最初の調査事例であるとともに、上記した発掘調査

成果により、知多式製塩土器の編年体系の基準を構成し、学史、学術上重要な遺跡と

して捉えられている。このことから、本遺跡の現状保存を図つていく必要があると考

え、平成 16年度には、遺跡の中心部と考えられる地点で、遺跡の残存状況等を確認

するための調査を実施した (注 6)。 調査の結果、昭和 51年の農地改良の際に遺跡保
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護の観点から盛土を行つたこともあり、非常に良好な状態で残存 していることが判明

した。

一方、遺跡の範囲については、曖味な部分が多く、これまでに実施 された発掘調査

や試掘調査の成果についても遺跡の範囲とい う観ッ点からは十分な検証がされていない

のが現状であった。

このため、今回の調査では、遺跡内のみでなく周辺まで範囲を広げ、ボー リング調

査を実施 し、自然科学分析を行 うことにより、遺跡周辺の古地形を復元 し、古地形か

ら人の生活活動が可能な範囲を推定することとした。また、これまでに実施 された発

掘調査や試掘調査成果を再検証することにより、遺跡の範囲を推定することとした。

第 3節 調査の概要

今回の調査については、東海市教育委員会が主体となり、愛知県埋蔵文化財センタ

ーの鬼頭岡J氏に分析方法等の調査全体の監修をしていただき、実際の調査にあたつて

は爛東海環境エンジニアに委託 した。なお、採取試料の放射性炭素年代測定、珪藻分

析、テフラ (火山灰)分析については、爛パ レオ・ラボに分析依頼 した。

調査の行程 としては、鬼頭氏に設定していただいた 7地点で、平成 17年 11月 14

日～H月 18日 にかけて、深度 5。 Omのオールコア・ボー リングを掘削し、柱状図を

作成 した。その後、鬼頭氏に各地点のコアから分析用の試料を採取 していただき、平

成 17年 12月 ～平成 18年 1月 にかけて、採取試料の放射性炭素年代測定、珪藻分析、

テフラ分析を行つた。

(注 1)本遺跡は、周知の埋蔵文化財包蔵地名としては、従来からの呼称である「松崎貝塚」の名で登

録しているが、「貝塚」ではこれまでの調査成果から明らかになつてきた製塩遺跡ないし海浜集

落遺跡としての性質を想定できないと考え、ここでは「松崎遺跡」として呼称する。

(注 2)杉崎章 1969年  「横須賀町のあらまし」『横須賀町史』第一編 横須賀町役場

(注 3)杉崎章 1971年  「松崎貝塚」『柳が坪遺跡』付載第二 東海市教育委員会

(注 4)杉崎章ほか 1977年  『松崎貝塚』 東海市教育委員会

杉崎章 日立松彰編 1984年  『松崎貝塚第二次発掘調査報告書』 東海市教育委員会

(注 5)福 岡晃彦編 1991年  『松崎遺跡』 (財 )愛知県埋蔵文化財センター

(注 6)立 松彰 =永井伸明編 2005年  『松崎遺跡確認調査報告』 東海市教育委員会
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第 2章 調査の成果

第1節 松崎遺跡周辺ボーリング調査の自然科学分析

1 分析手順と方法          (愛 知県埋蔵文化財センター 鬼頭 剛)

(1)東海市発行の 5千分の 1都市計画基本図の標高値を基に,松崎遺跡周辺の等高線

図を作成した.

(2) 等高線図から,現在の地表面に現われている地形を解析した。

(3) 地形解析結果を基に,松崎遺跡の遺跡範囲の推定に有効と思われる7つのボー

リング地点を設定した.

狙) 7地 点で深度 5,Omのオールコア・ボーリングを掘削した.

脩) 各地点のオールコア 。ボーリング資料の詳細な層相記載とともに,各層準から

放射性炭素年代測定,珪藻分析,テフラ (火山灰)分析の試料を採取した。

-3-



―ンー



2 オールコア ロボー リングの掘削結果      (爛 東海乗境エンジニア )

(1)ボー リング調査方法

掘進能力 100m程度のロータリー式オイルフィー ド型の試掘機を使用して,ロ ータリーボー

リングにて実施した。

ロータリーボーリングは,ロ ッドの先端に取り付けた ドリリングビットの速い回転と給圧に

より地盤を切り削つて掘進し,堀屑は掘削液を循環させることによつて孔外に,F除する方法で

ある。掘削液を使用することがこの方法の大きな特徴で,孔径が均等でかつ孔底下の乱れも少

ないことより,原位置試験を伴う土質調査には適した方法である。

図 2-1.1に,掘進装置の概略図を示す。

スナッチプロフク

ホイスティンクスイベル

※使 用 機 械

・試錐機
ロータリー式オイルフィード型

カノ K卜 100H-3型  1台

。原動機

ヤンマー NFAD-9型  1台

NS-75型   1台

・ポンプ

カメ  V-5型    1台

。その他

ロッド・メタルクラタン・コアチュフ
ヾ

1式

図 2-1.1掘 進 装 置 の 概 略 図
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(2)ボー リング調査結果

ボーリング調査は,古地形復元に係る地層状況の把握と,分析に必要なコア試料を採取する

ことを目的として実施 したものである。ボージング調査の結果は,上質が変化する毎に区分し,

巻末の地質柱状図に整理した通りである。

調査深度内には,盛土,沖積層 (完新統),東海層群 (先更新統)が堆積していることが明
らかとなった。

以下に各孔に分布する地層の上性及び特徴について述べる。

個D Nαl :GH=3.28m, dep=5.00m

調査深度内の地層は,完新統,先更新統により構成されている。本孔に

堆積する各地層の概況は以下のようである。

深度 0.00～ 2.60m:完新統

茶～灰色の色調を呈する細砂。

砂粒径は不揃いで,含水状態は中位である。全般に均質な砂層からな

る。0.40m付近から,貝殻や土器片を混入する。

深度 2.60～ 4.90m i完新統

黄灰色を呈する礫混り粗砂。

含水状態は高く,細礫を混在する。4.2m付近より細粒分が漸増 し,

含礫も増加する傾向にある。本層最下部では,細粒分が多い。

深度 4.90～ 5,00m:先更新統

黒色の亜炭。ベニヤ状に剥離する。
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② No.2 :GH=3.70m,

≪) 陥_3:GH=2.99m,

dep=5,00m

調査深度内の地層は,完新統,先更新統により構成 されている。本孔に

堆積する各地層の概況は以下のようである。

深度 0,00～ 2.20m:完新統

暗茶～黄灰色の色調を呈する細砂。

砂粒径は不揃いで,含水状態は中位である。概ね均質な砂層からなる。

0.80m付近から,貝殻や土器片を混入する。

深度 2.20～4.20m:完新統

黄灰色を呈する傑混り粗砂。

含水状態は高く,細礫を混在する。本層最下部で,礫分が増加する傾

向にある。

深度 4.20～ 5,00m:先更新統

青灰色の回結シル ト。非常に堅固である。

dep=5,00m

調査深度内の地層は,完新統,先更新統により構成 されている。本孔に

堆積する各地層の概況は以下のようである。

深度 0,00～ 2.00m i完新統

暗茶～黄灰色の色調を呈する細砂。

深度 lm付近までは粒径均―であるが,これ以深からは中砂を混在し,

粒径が不揃いとなる。全般に均質な砂層からなる。

深度 2.00～ 3.45m:完新統

黄褐色を呈する礫混り粗砂。

含水状態は高く,細～小礫を混在する。3,Om以深は礫分が多く砂傑

状を呈する。本層最下部で,シル ト分が増加する傾向にある。

深度 3.45～ 5,00m:先更新統

淡青灰色の固結シル ト。非常に堅固である。
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④ Nα4:GH=2.30m, dep=5,00m

調査深度内の地層は,盛土,完新統,先更新統により構成 されている。

本孔に堆積する各地層の概況は以下のようである。

深度 0.00～ 1.00m:盛土

黄灰～青灰色の色調を呈する砂混 リシル ト。

プラスチック片を混入するなど,全般に不均質な土性である。

深度 1.00～2.40m:完新統

灰～暗黄灰色を呈する砂混 り粘土。

高い含水状態にあり,粘性に富んだ上層である。本層下部で粗砂～細

礫を混入する。

深度 2.40～ 5,00m:先更新統

灰～緑灰色の固結シル ト。

非常に堅固である。3.10～ 3.40m間で亜炭を挟在する。

⑤ 配5:GH=0.36m,dep=5,00m

調査深度内の地層は,盛土,完新統,先更新統により構成されている。

本孔に堆積する各地層の概況は以下のようである。

深度 0,00～0.20m i盛 土

φ30111111以下の礫を含む細砂。

深度 0.20～ 2.30m:完新統

黄灰～灰色を呈するシル ト混り砂。

細砂を主体とするが,シル ト分を不規則に混在するなど全般に不均質

な土性である。

深度 2.30～4.50m i完新統

灰～淡青灰～黄灰色を呈する礫混 り粗砂。

層上部で貝殻が多く,全般に高含水で細礫を混在する。

深度 4.50～ 5,00m:先更新統

淡青灰色の固結シル ト。非常に堅固である。
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⑥ 配6:GH=1.86m,dep=5.00m

⑦ 配7:GH=0,87m,dep=5.00m

調査深度内の地層は,完新統,先更新統により構成されている。本孔に

堆積する各地層の槻況は以下のようである。

深度 0.00～ 0。 40m i完 新統

盛土様を呈する,不均質な砂混リシル ト。

深度 0.40～ 1.30m:完 新統

茶褐色を呈する細砂。

中位～高い含水状態にあり,概ね粒子均―である。

深度 1.30～ 2.15皿 :完新統

黒灰～灰色を呈する中砂。

含水状態は高く,砂粒径は不揃いである組礫を混在し,本層下部では,

φ30 11ull以 下の円礫を多含する。

深度 2.15～ 5.00m:先更新統

淡青灰色の固結シルト。

非常に堅固で,3.85～ 4.45m間 で亜炭を挟在する。

調査深度内の地層は,盛土,完新統,先更新統により構成されている。

本孔に堆積する各地層の概況は以下のようである。

深度 0.00～ 1.40m:盛 土

黄灰～青灰色の砂混リシル ト主体。

全般に不均質な土性である。

深度 1.40～ 1.80m:完 新統

暗灰～灰色を呈するシルト質砂。全体に不均質,かつ軟質。

深度 2.30～4.50m:完新統

灰色を呈する礫混り粗砂。

細礫を含有し,全般に高含水である。

深度 4.50～ 5,00m:先更新統

暗灰色の固結シル ト。非常に堅固である。
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貫
入
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原
位
置
試
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試
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の
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業
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市
大
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崎
、
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、
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株
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年
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標
準
貫
入
試
験

原
位
置
試
験
試
料
採
取
室 内 試 験 （ 　 　 　 ）
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cm
ご
と
の

打
撃
回
数

打 撃 回 数 ／ 貫 入 量 ｃ
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3 採取試料の放射性炭素年代測定、珪藻分析、テフラ (火山灰)分析結果
(1)放射性炭素年代測定

パレオ・ラボ AIMS年代測定グループ

小林紘―・丹生越子・伊藤茂 。山形秀樹・

Zaur Lomtatidze・ Ineza 」orjoliani

l。 はじめに

松崎遺跡より検出された試料について、加速器質量分析法 (AMS法)による放射性炭素年代測

定を行つた。

2.試料と方法

測定試料の情報、調整データは表 1の とおりである。試料は調整後、加速器質量分析計 (パ レ

オ・ラボ、コンパクトAMS:31EC製 1.5SDH)を用いて測定した。得られた Lc濃度について同位体

分別効果の補正を行つた後、
14c年代、暦年代を算出した。

3.結果

表 2に、同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比 (δ BC)、 同位体分別効果の補正を行つた

14c年代、盟C年代を暦年代に較正した年代範囲、暦年較正に用いた年代値を、図 1に暦年較正結

果をそれぞれ示す。
盟C年代は AD1950年を基点にして何年前かを示した年代である。14c年代 (yrBP)の算出には、
14cの半減期として Libbyの半減期 5568年を使用した。また、付記した 14c年代誤差 (± lσ )は、

測定の統計誤差、標準偏差等に基づいて算出され、試料の
望C年代がその盟C年代誤差内に入る確

率が 68。 2%であることを示すものである。

なお、暦年較正の詳細は以下の通りである。

暦年較正

暦年較正とは、大気中の LC濃度が一定で半減期が 5568年として算出された 14c年代に対し、

過去の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の
14c濃度の変動、及び半減期の違い (MCの半

減期 5730± 40年)を較正することである。
MC年
代の暦年較正にはOxCa13.10(較 正曲線データ :INTCAL04、 PLD 5373、 5374、 5375、 5379、 5387、

5396の海洋性試料についてはMarine04)を 使用 した。なお、lσ 暦年代範囲は、OxCalの確率法を

使用して算出された
14c年代誤差に相当する68,2%信頼限界の暦年代範囲であり、同様に2σ 暦年代

範囲は95。 4%信頼限界の暦年代範囲である。カンコ内の百分率の値は、その範囲内に暦年代が入

る確率を意味する。グラフ中の縦軸上の曲線は盟C年代の確率分布を示し、二重曲線は暦年較正曲

線を示す。それぞれの暦年代範囲のうち、その確率が最も高い年代範囲については、表中に下線

で示してある。

4.考察
試料について、同位体分別効果の補正及び暦年較正を行つた。得られた暦年代範囲のうち、そ
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の確率の最も高い年代範囲に着目すると、それぞれより確かな年代値の範囲が示された。

海洋性試料の暦年代較正曲線は、地域ごとにヅザーバー効果が異なるため地域差が生じる。そ

のため、より確かな年代を求めるためには生息していた地域を限定し、暦年代較正曲線の差を補

正する必要がある。今回は、Marine04の 暦年代較正曲線をそのまま用いた。

なお、PLD-5377、 5378、 5390～ 5395、 5397～ 5402、 5405、 5406については年代値が古く、較正

曲線範囲外であったため 14c年代のみを記載した。特に PLD-5378、 5391、 5395、 5397、 5898、 5401、

5402については、バックラウンドとして測定しているIAEA C-1の 年代値 BP 53253よ りも古い値

となったため、この値よりも古い年代値であるとした。参考までに各年代値は、PLD-5378:55076

+1211、 PLD-5391 :53497二上999、  PLD-5395 :55502E上 1280、 PLD-5397:54736EL l181、  PLD-5398 :

58575± 2088、 PLD-5401:54072± 1095、 PLD-5402:61693± 2987、 であった。
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表1 測定試料及び処理

測定番号 遺跡データ 試料データ 前処理 測定

PLD-5373
その他 :コ アNo.1
14C-1

試料の種類 :貝

状態 :dry

カビ :無

超音波煮沸洗浄
酸エッチング(塩酸 :0.5N)

PaleoLabo:
岨C製コンパク ト
咄S・ 1.5SDH

PLD-5374
その他 :コ アNo。 1

14C-2

貝類

ｙ

種

ｄｒ
無

の

。・
‥

料
態

ビ

試
状
カ

超音波煮沸洗浄
酸エンチング (塩酸 :0.5N)

PaleoLabo:
EC製 コンパク ト
噸S・ 1.5SDH

PLD-5375
その他 :コ アNo.ユ
14C-3

試料の種類 :貝

状態 i dry

カビ :無

超音波煮沸洗浄
酸エッチング(塩酸 :0.25N)

PaleoLabo:
EC製コンパク ト
剣MS。 1.5SDH

PLD-5376
その他 :コ アNo.1
14C-4

試料の種類 :土壌
状態 :dry

カビ :無

湿式箭分け (106μ m以下を使用)
酸洗浄 (塩酸 1.2N)

PaleoLabo:
EC製コンパ ク ト
噸S・ 1.5SDH

PLD-5377
その他 :コ アNo.1
14C-5

試料の種類 :生試料・植物
遺体
状態 :dry

カビ :無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄

(塩酸1.2N,水酸化ナ トリウム
0.5N, 」猛固変1.2N)

PaleoLabo.
NEC製 コンパク ト
AMS。 1.5SDH

PLD-5378
その他 :コ アNo.1
14C-6

試料の種類 :炭化物・材
試料の性状 :不明
t(貪婁 : dry
カビ :無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄

(塩酸1.2N,水酸化ナ トリウムlN,
塩酸1.2N)

PaleoLabo:
NEC製 コンパク ト
AMS・ 1.5SDH

PLD-5379
その他 :コ アNo.1
14C-7

貝類

ｙ

種

ｄｒ
無

の
　
。
‥

料
態

ビ

試
状
カ

超音波煮沸洗浄
酸エッチング(塩酸 :0.25N)

PaleoLabo.
llEC製 コンパク ト

AMS。 1.5SDH

PLD-5380
その他 :コ アNo.2
14C-1

壌土類

ｙ

種
ｄｒ
無

の
・・
‥

料
態
ビ

試
状
カ

湿式舗分け (106μ m以下を使用)
酸洗浄 (塩酸 1.2N)

PaleoLabo・
NEC製 コンパク ト
AMS・ 1.5SDH

PLD-5381
その他 :コ アNo.2
14C-2

試料の種類 :土壌
状態 :dry

カビ :無

湿式舗分け (106μ m以下を使用)
酸洗浄 (塩酸 1.2N)

PaleoLabo :
NEC製コンパク ト
AMS・ 1.5SDH

PLD-5382
その他 :コアNo。 2
14C-3

試料の種類 :土壌
状態 :dry

カビ :無

湿式箭分け(106μ m以下を使用)
酸洗浄 (塩酸1.2N)

PaleoLabo :
NEC製 コンパク ト
AMS' 1.5SDH

PLD-5383
その他 :コアNo,3
14C-1

試料の種類 :生試料 。材
試料の性状 :不明
ち〔寛景 : dry
カビ :無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
(塩酸1.2N,水酸化ナ トリウムlN,
塩酸1.2N)

PaleoLabo:
NEC製 コンパ ク ト
AMS・ 1.5SDH

PLD-5384
その他 :コ アNo.3
14C-2

材料試
明
生
不

類
状

ｙ

種
性
ｄｒ
無

の
の
・・
‥

料
料
態
ビ

試
試
状
カ

超音波煮沸洗浄
酸・アルカジ・酸洗浄

(塩酸1.2N,水酸化ナ トリウムlN,
塩酸1.2N)

PaleoLabo:
llEC製 コンパ ク ト

AMS。 1.5SDH

PLD-5385
その他 :コアNo.3
14C-3

試料の種類 :土壌
状態 :dry

カビ :無

湿式舗分け (106μ m以下を使用)
酸洗浄 (塩酸 1.2N)

PaleoLabo:
NEC製コンパク ト
AMS・ 1.5SDH

-23-



PLD-5386 そ
の他 :コ アNo。 3
14C-4

試料の種類 :土壌
状態 :dry
カ ビ :無

湿式舗分け (106μ m以下を使用 )
酸洗浄 (塩酸 1.2N)

PaleoLabo:
llEC製 コンパク ト
AMS・ 1.5SDH

PLD-5387 そ
の他 :コ アNo.3
14C-5

試料の種類 :貝

状態 :dry

カビ :無

超音波煮沸洗浄
酸エッチング(塩酸 :0.5N)

PaleoLabo .
NEC製コンパ ク ト
AMS・ 1.5SDH

PLD-5388 そ
の他 :コ アNo.3
14C-6

試料の種類 :生試料・材
試料の性状 :不明
状態 :dry

カビ :無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
(塩酸1.2N,水酸化ナ トリウムlN,
塩酸 1.2N)

PaleoLabo:
blEC製 コンパ ク ト
AMS。 1.5SDH

PLD-5389
その他 :コ アNo.3
14C-7

試料の種類 :生試料・材
試料の性状 :不明
状態 :dry
カビ :無

超音波煮沸洗浄
酸 。アルカリ・酸洗浄
(塩酸1.2N,水酸化ナ トリウムlN,
塩酸 1.2N)

PaleoLabo.
NEC製コンパ ク ト
AMS・ 1.5SDH

PLD-5390 そ
の他 :コ アNo.4
14C-1

試料の種類 :炭化物・材
試料の性状 :不明
ち(塩景:dry

カビ :無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
(塩酸1.2N,水酸化ナ トリウム
0.5N, 翌霊画食1.2N)

PaleoLabo:
NEC製コンパク ト
AMS・ 1.5SDH

PLD-5391 そ
の他 :コ アNo.4
14C-2

試料の種類 :炭化物
状態 :dry

カビ :無

w電・ ア /レヌ′ツ ・ 四庚拠 P
(塩酸1.2N,水酸化ナ トリウム
0.5N, 理孟画交1.2N)
処理時の知見 :土壌から炭化物を
ピ ッ ク ア ップ 1´´

PaleoLabo :
NEC製 コンパク ト
AMS・ 1.5SDH

PLD-5392 そ
の他 :コ アNo.4
14C-3

試料の種類 :炭化物・材
試料の性状 :不明
ル〔寛景 : dry
カビ :無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
(塩酸 1.2N,水酸化ナ トリウムlN,
塩酸 1.2N)

PaleoLabo .
NEC製コンパ ク ト
AMS・ 1.5SDH

PLD-5393 そ
の他 :コ アNo.5
14C-1

試料の種類 :炭化物・材
試料の性状 :不明
ち(克員:dry

カビ :無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ。酸洗浄
Q露酸1.2N, 水酸化ナ トリウムlN,
塩酸 1.2N)

PaleoLabo .

NEC製 コンパ ク ト
ALIS,1.5SDH

PLD-5394 そ
の他 :コ アNo.5
14C-2

試料の種類 :炭化物
状態 :dry
カビ :無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
(塩酸1.2N,水酸化ナ トリウム
0.5N, 盟孟酉変1.2N)

PaleoLabo :
NEC'製 コンパ ク ト

AMS・ 1.5SDH

PLD-5395 そ
の他 :コ アNo.5
14C-3

試料の種類 :炭化物・材
試料の性状 :不明
状態 :dry

カビ :無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
(塩酸 1.2N,水酸化ナ トリウムlN,
堪註間寃1.2N)

PaleoLabo.
NEC製 コンパ ク ト
AMS。 1.5SDH

PLD-5396 そ
の他 :コ アNo.5
14C-4

試料の種類 :貝

状態 :dry

カビ :無

超音波煮沸洗浄
駿エッチング(塩酸 :0。 5N)

PaleoLabo.
llEC製 コンパ ク ト
AMS・ 1.5SDH

PLD-5397 そ
の他 :コ アNo.5
14C-5

試料の種類 :炭化物・材
状態 :dry

カビ :無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
(塩酸1.2N,水酸化ナ トリウム
0.5N,塩酸 1.2N)

PaleoLabo .
NEC製コンパ ク ト
AMS,1.5SDH

PLD-5398 そ
の他 :コ アNo.5
14C-6

試料の種類 :炭化物
状態 :dry

カビ :無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカジ・酸洗浄
(塩酸1.2N,水酸化ナ トリウムlN,
塩酸 1.2N)

PaleoLabo:
NEC製 コンパ ク ト
AMS。 1.5SDH

PLD-5399 そ
の他 :コ アNo.6
14C-1

試料の種類 :炭化物
状態 :dry

カビ :無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
(塩酸 1.2N,水酸化ナ トリウムlN,
塩酸 1.2N)

PaleoLabo :
nlEC製コンパク ト
AMS。 1.5SDH
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PLD-5400
その他 :コ アNo.6
14C-2

試料の種類 :炭化物・材
試料の性状 :不明
状態 :dry

カビ :無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
(塩酸 1.2N,水酸化ナ トリウムlN,
瑠証商鍵1.2N)

PaleoLabo:
llEC製 コンパク ト

AMS・ 1.5SDH

PLD-5401
その他 :コ アNo.6
14C-3

試料の種類 :炭化物 。材
試料の性状 :不明
状態 :dry

カビ :無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカジ・酸洗浄

(塩酸1.2N,水酸化ナ トリウムlN,
塩酸 1.2N)

PaleoLabo:
NEC'製 コンノくク ト

AMS・ 1.5SDH

PLD-5402
その他 :コアNo.6
14C-4

試料の種類 :炭化物・材
試料の性状 :不明
状態 : dry

カビ :無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
(塩酸1.2N,水酸化ナ トリウムlN,
塩酸 1.2N)

PaleoLabo.
NEC製 コンパク ト
AMS・ 1.5SDH

PLD-5403
その他 :コ アNo.6
14C-5

試料の種類 :その他・ (有
機質土)
状態 :dry

カビ :無

湿式舗分け (106μ m以下を使用)
酸洗浄 (塩酸 1.2N)

PaleoLabo:
岨C製コンパク ト
則MS。 1.5SDH

PLD-5404
その他 :コ アNo.6
14C-6

試料の種類 :その他 。 (有
機質土 )

状態 :dry

カビ :無

湿式箭分け (106μ m以下を使用)
酸洗浄 (塩酸1.2N)

PaleoLabo.
EC製 コンパ ク ト
則S, 1.5SDH

PLD-5405
その他 :コ アNo.7
14C-1

試料の種類 :その他 。 (有
機質粘土)
状態 :dry

カビ :無

攪式鮪分け(106μ m以下を使用)
唆洗浄 (塩酸 1.2N)

PaleoLabo:
嘔C製コンパク ト
噸S・ 1.5SDH

PLD-5406
その他 :コ アNo.7
14C-2

試料の種類 :その他 。 (有
機質粘土 )

状態 :dry

カビ :無

湿式箭分け (106μ m以下を使用)
酸洗浄 (塩酸1,2N)

PaleoLabo:
配C製コンパク ト
硼MS・ 1.5SDH
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表2 放射性炭素年代測定及び暦年較正の結果

測定番号 δ
13c

(%o)

盟c年代
(yrBP± lσ )

盟C年代を暦年代に較正した年代範囲 暦年較正用年代
(yrBP± lσ )

lσ 暦年代範囲 2σ 暦年代範囲

PLD-5373 0.56=LO. 1650三L25
Marine04:
700AD(68.2%)770AD

Marine04:
670AD(95,靭)800AD

1650三L23

PLD-5374 -0.19± 0. 1670三L25
Marine04:
675AD(68.2%)745AD

Marine04:
660AD(95。 4%)790AD

1670こと23

PLD-5375 -0.01± 0。 11 1515=L20
Marine04:

825AD(68。 2%)920AD
Marine04:
790AD(95.4%)970AD

1517=L22

PLD-5376 -21.58=LO.10 1265=L20
690AD(59.3%)755AD
760AD(3.9%)775AD

670AD(95.40/O)780AD 1265=L22

PLD-5377 -26。 76こLO.11 45660三L430 較正曲線範囲外 較正曲線範囲外 45660」 L433

PLD-5378 -27.74=LO。 14 〉53255 較正曲線範囲外 較正曲線範囲外 〉53253

PLD-5379 -0.63=LO。 1675=L25
Marine04:
675AD(68.2%)740AD

Marine04:
660AD(95.4%)780AD

1675=L23

PLD-5380 -25.10=LO.13 2395=L25
510BC(51.8%)430BC
420BC(16.4%)400BC

540BC(95.4%)390BC 2394=L23

PLD-5381 -24.94二 LO。 10 1880=L20 75AD(68.2%)135AD 60AD(95。 4%)220AD 1882=L22

PLD-5382 -24.46=LO.13 1785=L20
210AD(47.4%)260AD
280AD(20.8%)330AD

130AD(95.4%)330AD 1784=L22

PLD-5383 -25.25=LO,13 180=L20
1660AD(14.0%)1690AD
1730AD(42.3%)1810AD

1660AD(18.7%)1690AD
1720AD(57.1%)1810AD 178EL21

1930AD(11.9%)1950AD 1920AD(19.6%)1960AD

PLD-5384 -25.99=LO.10 110=ヒ 20
1690AD(17.5%)1730AD
1810AD(50.7%)1920AD

1680AD(27.5%)1740AD
1800AD(67.9%)1930AD

109=L22

PLD-5385 -22.86二 LO。 11 1595ニヒ20
420AD(20.6%)460AD
480AD(47.6%)540AD

410AD(95.靭)540AD 1595=L22

PLD-5386 -22.61=ヒ 0.13 1635=L25
380AD(62.7%)440AD
490AD(5.5%)510AD

340AD(95。 4%)540AD 1634=L24

PLD-5387 -2.13=LO. 845=L20
Marine04:

1450AD(68。 2%)1495AD
Marine04:

1435AD(95.4%)1515AD
843三L20

PLD-5388 -24.63=LO。 12 280とL20
1520AD C36!1%)1560AD 1520AD(53.6%)1600AD

282=L221630AD(32.1%)1660AD 1610AD(41.8%)1670AD

PLD-5389 -24.64=LO.13 85=L25
1690AD(20.5%)1730AD
1810AD(13.6%)1840AD
1870AD(34.0%)1920AD

1690AD(25。 7%)1730AD
1810AD(69.7%)1920AD

83=L24
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PLD-5390 -28.37± 0. 50320=L730 較正曲線範囲外 較正曲線範囲外 50317=L726

PLD-5391 -25.66± 0. 〉53255 較正曲線範囲外 較正曲線範囲外 〉53253

PLD-5392 -28.16± 0. 50470=上 760 較正曲線範囲外 較正曲線範囲外 50467=L768

PLD-5398 -28.72± 0.10 49320=生 670 較正曲線範囲外 較正曲線範囲外 49819± 667

PLD-5394 -28,99± 0.H 49530Ξ上670 較正曲線範囲外 較正曲線範囲外 49527± 673

PLD-5395 -27.21± 0.14 〉53255 較正曲線範囲外 較正曲線範囲外 〉53253

PLD-5396 0.12± 0.13 1870E上 20
Marine04:

1000AD(68.2%)1060AD
Marl■904:

970AD(95.4%)1120AD
1368=L22

PLD-5397 -28.33± 017 〉53255 較正曲線範囲外 較正曲線範囲外 〉53253

PLD-5398 -27.42± 0.18 〉53255 較正曲線範囲外 較正曲線範囲外 〉53253

PLD-5399 -27.87± 0. 42760± 350 較正曲線範囲外 較正曲線範囲外 42761± 349

PLD-5400 -28.25± 0.H 46180± 490 較正曲線範囲外 較正曲線範囲外 46180E二 494

PLD-5401 -26.66±
0。 〉53255 較正曲線範囲外 較正曲線範囲外 〉53253

PLD-5402 -24.96± 0. 〉53255 較正曲線範囲外 較正曲線範囲外 〉58253

PLD-5403 -22.71± 014 2060=生 25

150BC(1.5%)140BC
l10BC(64.9%)30BC
10BC(1.8%)AD

170BC(95.4%)10AD 2058=L24

PLD-5404 -20.82± 0.H 1215± 25
770AD(44.7%)830AD
835AD(23.5%)870AD

710AD(10.5%)750AD
760AD(84.9%)890AD

1216± 23

PLD-5405 -28.60± 0.14 38390=L250 較正曲線範囲外 較正曲線銅囲外 38385=L250

PLD-5406 -29,05± 0 37560=L240 較正曲線範囲外 較正曲線範囲外 375644237
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(2)松崎遺跡のテフラ分析

黒澤 一男 。中村 賢太郎 (パレオ・ラボ)

1.はじめに

愛知県東海市の松崎遺跡においてボーリング試料が複数採取された。ここでは、そのボーリング試料

中から鍵層となる指標テフラを検出し、堆積物編年のための資料とすることを目的とし、テフラ分析を

行う。

2.部 と分
"〒

ラ研供

松崎遺跡より採取された試料を用いて、テフラの検出をおこなつた。試料には7つのボーリングコア

から採取された計 20試料についてテフラの検出をおこなった。

分析方法は、①各試料について自然含水状態で約 10-30g程度採取し、乾燥させた後にその試料重量

を計測し、堆積物の含水率を測定した。②乾燥した試料を超音波洗浄機およびホモジナイザーを用いて

粒子の分散をおこなった後に 3φ と4φふるいを用いて水洗し、乾燥・秤量した。⑥4φふるい上に残つ

た試料を用いて観察用プレパラートを作成した。④プレパラートを偏光顕微鏡下で鉱物粒子を 150粒程

度観察し、火山ガラスおよび重鉱物の含有量を確認した。また、火山ガラスの形態については、町田・

新井(2003)の分類基準に従い形態分類をおこなった。⑤火山ガラス含有量の高い試料を用いて火山ガラ

スの屈折率測定をおこなった。

3.分析結果

松崎遺跡においてテフラ検出分析をおこなった結果を表 1、 図 1・ 2に示す。

火山ガラスの含有量は,コアNo.7の 3試料をのぞくといずれも 1朝未満と低く、5%以上の試料は、コ

アNo.2試料 No.2で 8%、 コアNo.4試料 No.1で 9%の 2試料のみである。コア No。 7においては試料 No。 1

で 31%、 試料 No.2で 1朝、試料 No.4で 2朝となる。また、これら火山ガラスの形態は大半がバブル型の

ものであり、軽石型は少量含まれる程度である。

鉱物類としては、おおむね長石からなるが、そのほかの鉱物類としては、角閃石、斜方輝石、単斜輝

石、ジルコン、磁鉄鉱が認められる。角閃石が多く、コア No。 1試勝 No.5で多く認められるが、これら

の角閃石は小さく、角の取れたものばかりであり、テフラ層ではなく、角閃石が堆積の過程で多く含ま

れたと考える方が妥当である。

火山ガラスの屈折率測定には,火山ガラスの含有量の高かつたコア XTo.7の 3試料と、比較的高く見ら

れたコア No.2試料 No.2と コアNo.4試料 No.1の 2試料の計 5試料を用いた。その結果、いずれの試料

においてもその中心となる範囲は 1.498-1.500と なる。

4。 まとめ

テフラ検出分析の結果について検討をおこなう。
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全試料を通して火山ガラスの含有量は低い。現場で K―Ahテフラが検出されることを想定していたが、

今回の結果からは検出されなかった。K Ahテフラや ATテフラなどの広域テフラは、日本各地で純層も

しくは火山ガラス含有量が高い状態で堆積していることが確認されている。これらは非常に規模の大き

な噴火で、本遺跡あたりでもかなりの層厚で堆積してもおかしくない。しかし本遺跡においては肉眼で

層として確認することができ或 堆積物中に含まれる火山ガラスも低い含有量となる。また ATは後の堆

積物中に二次准積していることが多々確認されている。今回の分析から検出された火山ガラスのほとん

どがこのATテフラのものと同定されるが、このようにテフラが少量検出された状態では、純粋なテフラ

とは同定できず、二次堆積の可能性が非常に高いと考えられる。しかし、ATが二次的であるが確認でき

ることから、ATの降灰年代以降であるとはいえる。よってコアNo,7の 3試料と、コア No.2試料 No.2、

コア No.4試料 No,1の 5試料は ATの降灰時期 (2.6～2.9万年前 ;町田。新井,2003)以降の堆積物で

あるとしか述べられない。

引用文献

町田 洋 。新井房夫 900勧「新編 火山灰アトラス」.東京大学出陸 ,386p.
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付表 1

遺跡名
試料名

紺象物

測定粒数

測定値 (Min。 )

測定値 (Max。 )

範囲

平均 (Mean)

*** Histogram ***

屈折率測定データンー ト

松崎遺跡
コアNo.1試料No.5
glass

0

0.0000

0.0000
0,0000

#NUMI

*= 1

0        10        20        30        40        50        60
― ― 一 ― ― ― ― … … … … … … … … … … … … … … 十 一 ― 一 ― ― ― 一 ― ― キ ー ー ー ー ー

ー ー ー ー キ ー ー ー ー ー ー ー ー ー キ
ー ー ー ー ー ー ー ー ー キ ー ー ー ー ー ー ー ー ー 十 一 ― ― ― ― ― ― ― ― 十

1。 490=くNd( 1.491  0
1.491=〈 Nd( 1.492  0
1.492=く Nd( 1,493  0
1.493=(Nd( 1.494  0
1.494=(Nd( 1.495  0
1,495=く Nd( 1.496  0
1.496=〈 Nd〈  1.497  0
1.497=〈 Nd( 1.498  0
1.498=(Nd( 1.499  0
1,499=く Nd( 1.500  0
1.500=く Nd( 1.501  0
1.501=(Nd( 1.502  0
1.502=(Nd( 1.503  0
1.503=(Nd( 1.504  0
1.504=〈 Nd( 1.505  0
1.505=〈 Nd( 1.506  0
1.506=〈 Nd〈  1.507  0
1.507=〈 Nd( 1.508  0
1.508=〈 Nd( 1.509  0
1.509=〈 Ndく  と,510  0
―――――――――――一――――――――…キーーーーーーーーーーキーーーーーーーーー+―――――――一―キーーーーーーーー…十一―――――一――キーーーーーーーーーキ

測定値

一
　

一

一
　

一

二一
　

一

一
　

一

一
　

一

一
　

一

一
　

一

二

一
　

一
　

一
　

一
　

一

一
　

一
　

一
　

一
　

一

二

　

一
　

一
　

一

一
　

一
　

一
　

一
　

一

一
　

一
　

一
　

一
　

一

二

　

一
　

一
　

一
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付表 2 届折率
遺跡名
試料名
対象物

測定粒数
測定値 (Min.)
測定値 (Max.)

範囲
平均 (Mean)

1.490=<Nd( 1.491
1.491=く Ndく  1,492
1.492=く Nd( 1.493
1,498=(Ndく  1,494
1.494=(Ndく  1.495
1.4‐95圭〈Nd( 1.496
1.496=〈 Nd( 1.497
1.4197=〈 Nd( 1.498
1.498=(Nd( 1.499
1.499=(Nd( 1.500
1.500=〈 Nd( 1.501
1.501=く Nd〈1 1.502

1.502=(Nd( 1.503
1.503=〈 Nd( 1.504
1.504=く Nd( 1.505
lj 505=(Nd( 1,506

1.506=〈 Nd( 1.507
1.507=(Nd( 1.508
1.508=(Nd( 1.509
1.509=(Nd( 1.510

測定データシー ト

松崎遺跡
ヨアNO.2試料Nむ。2
glass(bw&pm&fb)

30

1.4965
1.5052

0.0087

1.4992

*** Histograll ***     * =  1

20 30        40        50        60
―――――――――――――――――――――十一――――――,一キーーーーーーーーー+―――――――――キーーーーーーーーー+―――――――――キーーーーーーー‐―+

10

0

0

0

0

0

0

3

3

7

***
***

**半****

***********
**

１

　
２

　
０

　
１

　
２

　
０

　
１

　
０

　
０

　
０

　
０

|

|*

|**

|

|*

|

|

|

|

測定値
1.496510

1.498936

1.496993
1.498276

1,499261

1,499243

1,499826

1.499877

1,499847

1,496952

1.503186
1.502963

1.500735
1.498730

1.498386

11503750

1.499453
1,499863

1.505177

1.499502
1,497687

1.500769

1.4198536

1.498689

1.499006

1.499111
1,498999

1,497169

1.499194
1.497977

――――――――――――――…………………キーーーーーーーーーー+――一――――――キーーーーーー………キーーーーーーーーー+‐――――――――キーーーーーーーーー+
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付表 3
遺跡―名

試料名
対象物

測定粒数

測定1値 (Min。 )

測定値 (Max.)

範囲
平均 (Mea4)

半** Hi.stogFam 串群

届折率測定データシ‐ト
松崎遺跡
ヨアNo1 3試料No.3
glaes

0
Oi OC00

0。 9000
010000

辞NUMI

*= 1
0       10       20 30        40        50        60

―――――一―一――――――‐一―――一―キー‐―中―――‐―キーーーーーーー‐―キーー~イーーーー‐十一――――rマ~~キ~~‐ i―■―=―キーーーーーーーーー+

1.490=く Ndく  1-,491  0

1.491=く INdく 1 1-,492  0

1.492=.(Nユ ( 1.493  0
1,498とくNd( 1-。 494  0
1.494=く Ndく 1 1.495  9

1.495=〈 INユく1 1.496  0

1.4‐96.=(Ndく  1・ .497  0
1.497.=(Nd( 1,498  0

1.498三くNⅨ

“

.499 o
l_499=〈NO( 1.590  0
1-。 500=<Ndく 1 1.501.  0

1.501=く Ndく  1.602  0
1.592=く Ndく  1`.5103  0

1.503=くNJ( 1.504  9
1..504=(Ndく  1,5105  0

1.505=く dヽ( 1.506  0
1.506=く Nd〈 1 1.507  0

1.597=〈 Nd〈 - 1..508  0

1,508=く Nd( 1..S09  0
1-.509=くNdぐ 1.510  0
― 一 ― ― ― ‐ ― 一

~―
― 一 ― ― ― ― ― ,一 一

=十
一 ― ― ‐ ―

エ ー ‐ ― ― キ ー ー _‐
‐ ■ ■ r― キ ー

‐ ―
と エ ー ー ー ー キ ー

エ
ー ー ー ー

エ ー i十 一 ― ―
ユ ‐ ― ― ― ― 十

一 ― ― ― ― 一 ― ― ― 十

測定値

一
　

一

一
　

一

二

一

一

・一

一

一

一

一
　

一
　

二

　

一
　

一

二

　

一
　

二

　

一

一
　

一
　

一
　

一
　

二

一
　

一
　

一
　

二

　

一

一
　

一
　

一一
　

一
　

一
　

一

二

　

一
　

一
　

一
　

一

一
　

一
　

一
　

中
　

一
　

一

一
一
十
一
一
一
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付表 4
遺跡名
試料名

対象物

測定粒数
測定値 (Min,)

測定値 (Max。 )

範囲

平均 (Mean)

屈折率測定データシー ト

松崎遺跡
コアNo.4試料No.
glass(bw)

30

1.4979

1.5022

0.0043

1.4991

**ネ HistOgra血  ***    ―* =  1
0        10        20 30        40        50        60

―――――――――――――――――一―――キーーーーーーーーーキーーーーーーーーーキーエーーーーーーーキーーーーー…………キ___――――――+――――――一―‐キ

1.4‐90=く Nd〈

1,491=く Nd〈

1.402=(Nd〈

1.498=く Nd〈

1,494=く Ndく

1.495=く Ndく

1。 496=(Nd〈

1,497=(Nd〈

1.498=く Ndく

1.499=〈 Nd〈

1.500とくNd〈

1.501=く Ndく

と。502=(Nd〈

1.503=〈 Ndく

1.504=〈 Nd〈

1.505=く Ndく

11506=(Ndく

1.507=く INd〈

1.508=〈 Nd〈

1.509=(Ndく

1,491  0
1.492  0

1.493  0

1,494  0

1.495  0
1.496  0

1.497  0

1.498  1

1.499 12

1.500 12

1.501  4

1.502  0

1.503  1
1.504  0

1.505  0

1.506  0

1.507  0
1.508  0

1.509  0

1.510  0

*

************

************

****

*

―――一――――――エーーーー_―____十 一―一―――――――+――‐――――――キーーーーーーーー…+―――――――――キー……………………+‐――一―――――キ

測定値

1.499076
1,498995

1.498807
1.499921

1,502205

1,498862

1,498805
1.499039

1.498082

1.497917

1.498512
1.498433

1.499576

1.498274

1,498548

1.500909

1.500058

1,499661

1.499133
1.498931

1.499801

1.500352

1,499908

1.499907

1.500189

1.499861

1.498763

1.499506

1.499887

1.498997



付表 5

遺跡名

試料名

対象物

屈折率測定データシー ト

松崎遺跡
コアNo.7試料No.1
glass(bv)

測定粒数

測定値 (Min.)

測定値 (Max.)

範囲

平均 (Mean)

*** Histogram *** *= l

30

1.4975

1.5003

0.0028

1.4990

10        20        30        40        50
――――――――――――――――――一一―キーーーーーーーーー+――――――――…+――――――――…+―――――――――キーーーーーーーーーキーーーーーーーーーキ

1.490=〈Nd( 1.491  0
1.491=〈 Nd〈  1.492  0

1,492=〈 Nd〈  1.493  0

1.493=く Nd〈  1.494  0

1.494=〈Nd( 1.495  0
1.495=〈 Ndく  1.496  0

1.496=〈Nd( 1.497  0
1.497=〈Nd( 1.498  1
1.498=〈Nd( 1.499 14
1.499=く Nd〈  1.500 14

1.500=〈 Nd〈  1.501  1

1.501=く Ndく  1.502  0

1.502=〈Nd( 1.503  0
1.503=〈 Nd〈  1.504  0

1.504=〈 Nd〈  1.505  0

1,505=〈 Nd〈  1.506  0

1.506とくNd〈  1.507  0

1.507=〈Nd( 1.508  0
1.508=〈 Nd〈  1.509  0

1.509=く Nd〈  1.510  0

|

|

|

|*

|**************
|**************

|*

|

|

―一―――――――――一―――――――――十一―――――――――キーーーーーーーーー+――――――一一―キーーーーーーーーーキーーーーーーーーーキーーーーーーーーー十

測 定値

1,499365

1.499620
1,499929
1.500278

1.499392
1.498096

1,498191

1,499372
1.499498

1.498063
1.498014

1.499365

1.498446

1.498640
1.498624
1.497493
1.499428

1.498875

1.499345

1.499504
1.499185

1.499126

1.498910
1.498670

1.498284

1.498349
1.498382
1.498477

1.499353
1.499288
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付表 6

遺跡名

試料名

紺象物

測定粒数

測定値 (Min.)

測定値 (Max。 )

範囲

平均 (Mean)

屈折率測定データシー ト

松崎遺跡
コアNo.7試料No.2
glass(bv)

30

1.4975
1.5002

0.0027
1.4988

*** Histogram ***     * =  1

20        30 40 50        60
―――――――――――――――――――――+―――――――――キーーーーーーーーー+―――――――――+―――――――――キーーーーーーーーーキーーーーーーーーー+

1.490=く Nd〈  1,491  0
1,491=〈 Nd〈  1.492  0
1.492=〈Nd( 1.493  0
1.493=〈 Nd〈  1.494  0
1.494=〈 Nd〈  1.495  0
1.495=〈 Nd〈  1,496  0
1.496=〈 Nd〈  1.497  0
1,497=〈 Ndく  1,498  2
1.498=〈Nd( 1.499 17
1,499=〈 Nd〈  1.500 10
1.500=〈 Nd〈  1.501  1
1.501=〈 Nd〈  1.502  0
1.502=〈 Nd〈  1.503  0
1.503=〈 Nd〈  1.504  0
1.504=〈Nd( 1.505  0
1.505=〈 Nd〈  1.506  0
1.506=〈 Nd〈  1.507  0
1.507=〈 Nd〈  1.508  0
1.508=くNd( 1,509  0
1.509=〈Nd( 1.510  0

|

|

|**

――――――=―――_____― ―――――キーーーーーーーーーー十一―――一――――キーーーーーーーー‐キーーーーーーーーーキーーーーーーーーー+―――――――――キ

|*****************
|**********
|*

測 定 値

1.498094 1.498807
1.498112 1.500205
1.498989 1.498598

1.497540 1.499546
1,498432 1.499256

1.499565 1.499194

1.499770 1.498442 1.498798
1,499682 1.498332 1.498934
1.499301 1.498266 1.498989
1.499227 1.498386 1.498778
1.498648 1.499034 1.498330
1.499641 1.498544 1.497937
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付表 7 届折率
遺跡名

試料名

対象―物

測定粒数

測定値 (Min.)

測定値 (Ma丈 .)

範囲
平均 (Mean)

1.490=く Ndく

1,491=くNdく
1.492=く Nd〈

1,493=(Nd〈

1.494=く Nd〈

1.495=(Ndく

と。496=〈 Ndく

1.497=(Ndく
1.498=〈 Nd〈

1.499=く Ndく

1.500=〈 Ndく

1.501=く Nd〈

1.502=く Ndく

1,503=(Ndく
1.504=く Ndく

1.505=〈 Ndく

1.506=〈 Nd〈

1.507=く Nd〈

1.508=く Nd〈

1.509=く Nd〈

測定データシー ト

松崎遺跡
コアNo.7試料No.4
glass(b帝 )

30

1,4981

1.50131

0.0050
1.4994

Histogram ***     * =  1
o        10        20        30        40        50        60

-―――――キー‐――――――と十一――――‐―――+エーーーー__――キーーーーーーーーーキーーーーーーーーーキー……………………+

1。 491  0
1.492  0
1.493  0
1.494  0

1,495  0
1.496  0

1.497  0

1,498  0
1.499  8
1.500 17
1.501  4
1.502  0

li 503  0

1.504  1

1,505  0
1.506  0
1.507  0

1.508  0
1.509  0

1.510  0

********

*****************
****

*

―――――――一――――――――――エエ‐キ_‐―一――一―――キーーーーーーーーー十―――――――――十一――――――――キーーーーーーーーーキー
エーーーーーーー千

測 定値

lt 498505

1.498563
1.498916

1.498996
1.4995116

1.498051

1.498303
1.499331

1.4991138

1.498475

1,498832
1.500746

1.499730
1,499893
1.499371

1,4992.91

1.499084

1.499367

1.500597
11.499558

1.499449

1.503069

1,499717
1.499634

1,499979
1.499338
1.499781
1.5.00500

1.500130
1.499807
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(3)松崎遺跡の珪藻化石群集

黒澤 一男 (パレオ・ラボ)

1.は じめに

珪藻は淡水から海水に至るほとんどすべての水域に生息し、水域生態系の一次生産者として重要な

位置を占めている。微小 (0.01～ 0。 5HIEl程度)ながら珪酸体からなる殻を形成するため、化石として

地層中によく保存される。また種類ごとに様々な水域に適応し生息するため古環境の指標としてもよ

く利用されている。

ここでは愛知県東海市の松崎遺跡より採取された試料を用いて珪藻化石群集を調べ、その堆積環境

について検討する。

2.試料及び分析方法

分析には、松崎遺跡のコアNo.4よ り採取された試料 No。 1-3の計 3試料を用いて、以下の珪藻分析

をおこなった。

① 試料を湿潤重量で約 1-3g程度取り出し、秤量した後にトールビーカーに移し、30%過酸化

水素水を加え、加熱 。反応させ、有機物の分解と粒子の分散を行つた。

② 反応終了後、水を加え、1時間程してから上澄み液を除去し、細粒のコロイドを捨てた。こ

の作業は上澄み液が透明になるまで 7回以上繰り返し行った。

③ ビーカーに残った残澄は遠心管に回収した。

④ マイクロピペットを用い、遠心管から適量を取り、カバーガラスに滴下し、乾燥した。乾燥

後にマウントメディア (封入剤)で封入し、プレパラー トを作成した。

⑤ 各プレパラー トを光学顕微鏡下 400～ 1000倍で観察し、珪藻化石 200個体以上について同定・

計数を行つた。なお、珪藻化石が少ない試料に関してはプレパラー ト全面について精査した。

3.珪藻化石の環境指標種群について

珪藻化石の環境指標種群は、主に小杉 (1988)および安藤 (1990)に より設定された環境指標種群

に基づいた。小杉 (1988)は汽水～海水域における環境指標種群、安藤 (1990)は淡水域におけるra~

境指標種群を設定した。なお環境指標種群以外の珪藻種については、淡水種は広布種として、海水種

と汽水種は不明種として扱った。また、破片であるため属レベルで同定した分類群は不明種として扱

つた。以下に小杉 (1988)と 安藤 (1990)において設定されたra~境指標種群の概要を記す。

外洋指標種群 (A) 塩分が 35%。以上の外洋水中を浮遊生活する種群。

内湾指標種群 (B) 塩分が 26～35%Oの内湾水中を浮遊生活する種群。

海水藻場指標種群 (Cl)塩分が 12～35%Oの水域の海藻や海草 (アマモなど)に付着生活する種群。
海水砂質干潟指標種群 (Dl) 塩分が 26～ 35%Oの水域の砂底に付着生活する種群。
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海水泥質干潟指標種群 (El) 塩分が 12～ 30%Oの水域の泥底に付着生活する種群。

汽水藻場指標種群 (C2)塩分が 4～ 12%0の水域の海藻や海草に付着生活する種群。

汽水砂質干潟指標種群 (D2) 塩分が 5～26%Oの水域の砂底に付着生活する種群。

汽水泥質干潟指標種群 (E2) 塩分が 2～ 12%Oの水域 (塩性湿地など)の泥底に付着生活する種群。

上流性河川指標種群 (」) 河川上流の渓谷部に集中して出現する種群。

中～下流性河川指標種群 (K) 中～下流域、すなわち河川沿いの河成段丘、扇状地および自然堤防、

後背湿地といつた地形が見られる部分に集中して出現する種群。

最下流性河川指標種群 (L) 最下流域の三角州の部分に集中して出現する種群。

湖沼浮遊性指標種群 (M) 水深が 1.5m以上で、水生植物が水底には生息していない湖沼に生息する

種群。

湖沼沼沢湿地指標種群 ω   湖沼における浮遊生種としても、沼沢湿地における付着生種としても

優勢な出現が見られ、湖沼・沼沢湿地の環境を指標する可能性が大きい種群。

沼沢湿地付着生指標種群 (0) 水深が lm内外で、植物が一面に繁茂しているところおよび湿地にお

いて付着状態で優勢な出現が見られる種群。

高層湿原指標種群 (P)ミ ズゴケを主とした植物群落および泥炭地の発達が見られる場所に出現する

種群。

陸域指標種群 (Q) 前述の水域に封して、陸域を生息域として生活している種群 (陸生珪藻)。

4.珪藻化石群集の特徴 (図 1・ 表 1)

今回の分析において検出された珪藻化石は、58分類群 28属 45種 1亜種である。これらの珪藻種か

ら設定された環境指標種群は、広布種を含め 9種群である。以下に試料ごとにこれら種群の出現状況

の特徴と堆積環境について述べる。

【試料 3】

堆積物 lg中の珪藻殻数は 3.96× 104個、完形殻の出現率は約 38%と なる。この試料からは内湾指標

種群の焼♂θ力ο″Jθtt spp。 や外洋指標種群の肋ガβ♂すor7鍬2カゴ彦♂訪ノοブ洗♂が特徴的に検出される。

このことから外洋の影響を受ける内湾乗境であると推定される。

【試料 2】

堆積物 lg中の珪藻殻数は 8.27× 104個、完形殻の出現率は約 23%と なる。この試料からは外洋指標

種群の肋ガ2♂♂ん肥厖 r7ui修∂訪ゴοゴ溌♂が特徴的に検出され、鈴♂θ力ο茂♂θ
“
spp。 などの内湾指標種群

が随伴して検出される。

このことから外洋の影響を強く受ける内湾環境であると推定される。

【試料 1】

堆積物 lg中の珪藻殻数は 8.00X105個、完形殻の出現率は約 85%と 他の試料に比べ高くなる。この

試料からは汽水種の施′οsira sp.-1が特徴的に検出される。
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このことから汽水環境であると推定される。

5.・ 司む矛つり1こ

松崎遺跡から採取された堆積物試料中の珪藻化石を検討した結果、試料 3から試料 2に向かつては

概ね海進期にあたり、その後試料 1に向けて海退していったと考えられる。試料 とで高率に検出され

た脆んsirasp。 -1は佐藤ほか (1996)において海成層の上限を指標する種であると示されている。よ

つて試料 との深度が海成層の上限深度になると考えられる。

引用文献

安藤一男 (1990)淡水産珪藻による環境指標種群の設定と古環境復元への応用.東北地理,42,73-88.

佐藤祐司・谷村好洋・横山祐典 (1996)Melosira属の珪藻の特徴的な種類 :日本の完新世におけるマ

リーンリミットの指標.第四糸己研究,35,99-107.(英文)
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4 自然科学分析結果のまとめ (愛知県埋蔵文化財センター 鬼頭 剛)

(1) 各コアの層序と層相から,松崎遺跡の周辺でみられる堆積物は大きく 2分さ

れ,標高 Omょ り低い標高に分布する粘上を主体とする細粒堆積物 と,標高 0

mよ りも高く礫 と砂を主体とする粗粒堆積物とに分けられる。

(2) 堆積物の層相 と固結度 (堆積物の締まり具合),お よび得 られた放射性炭素

年代値から,概ね標高 Om以深の堆積物は 3万年前から 5万年前 (と きに 5万

年前よりもさらに前)の古い数値年代を示 し,標高 Omよ りも高い層準は 2000

年前代以降の数値年代を示 した。

(3) 例えば,愛知県下の沖積低地をつくる堆積物では,約 7000～6000年前に厚

い粘土層やシル ト層が,約 5000～4000年前には層厚 10mに近い砂層が確認 さ

れるのがふつ うである。ところが,今回の調査ではそのような堆積物はみられ

なかった。これは,約 7000～6000年前代を示す鬼界アカホヤ (K―Ah)テフ

ラ (火山灰)が,今回の各コア堆積物からまったく検出されなかつたことと調

和的である。

(4) 上記のことから,完新統のはじまりである約 1万年前から約 4000年前まで

の調査地点は堆積の場にはなく,その地形状況から推察 して,調査地点の西側

(現在の伊勢湾側)の さらに奥部に堆積場があつたものと思われる。調査地点

周辺はそのころ無堆積あるいは侵食の場であつた。

(5) その後, しだいに海側から陸側へむかう海水準の上昇によつて,標高 Om付

近まで海水準が上昇 してきた。これはコア配 4の標高 Omよ りも低い層準 (試

料配 3,配 2)か ら内湾指標種群の 鈴∂θ力ο力∂σEPs spp。 や外洋指標種群の

抒ガβ郎乃π厖 ″ノ修♂》ゴοゴわ∂といった海水生種や,標高 Omの試料から汽水

生珪藻 (施′ο笠ヵ sp。 -1)がみられることから示唆される。

(6) 海岸線が標高 Om付近に落ち着いたことで,上流から運ばれてきた砂は海岸

べ りに砂堆 (デューン)と して厚い砂層を堆積 させた。コアNo,2の砂層から得

られた年代値から,約 2400年前までには砂堆の高まりが形成されていたもの

といえる。          ′

(7) 松崎遺跡の立地するコア配 2地点では,約 2400年前以降の層準から土器片

がみつかるようになり,それ以降,人が松崎遺跡周辺で生活活動を行なってい
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たものと思われる。

(8) 標高 Omょ りも高い層準では,厚い砂層が見かけ上,側方へ連続 してみられ

ることから,当初,砂堆は名古屋鉄道 (以下,名鉄)常滑線の線路に沿って南

北方向に広がるものと予想された.しかし,放射性炭素年代測定の結果から,

松崎遺跡の遺物包含層に対比されると思われる松崎遺跡の北側に位置するコア

mlの砂層で約 1200～ 1000年前,南側にあるコア血 3の砂層からは約 1500年

前から約 30年前までといった,年代幅がたいへん広く,かつ新 しい数値年代

が得られた.このことから,松崎遺跡の北側および南側に分布する砂層は一連

のものではなく,堆積時期を異にすることがわかった。

(9) コア配 3の層相と放射性炭素年代の結果から,こ の地点には非常に新しい河

道跡が存在するか,人為的に大規模な撹乱を受けている可能性がある。

(10)今回の調査地点でもっとも西側 (伊勢湾側)のコア配 5では,堆積時期が約

1000年前からと新しく,それまでは水深 4m以上の海底であつたことがわかる。

(H)先 にも述べたように,松崎遺跡の遺跡としての広がりは当初,名鉄の線路沿

いに広範囲に広がるものと予想されていた。ところが,今回の分析結果を考慮

すると,松崎遺跡の調査地点の北側 (コ ア配 1)と南側 (コ ア配 3)へは,遺

跡の遺物包含層にあたる砂層は連続して広がらないことがわかった。また,西

および東方向に広がる可能性も低い。ただ,コ ア配 6の標高 Omょ りも高い砂

層中から約 2000年前の数値年代が得られているため,松崎遺跡の遺物包含層

の砂層に対比される砂層がコア配 6地点でふたたび分布するとも思われる。し

かし,その標高から考えて,人の生活活動がある可能性は低いものと予想され

る .

以上のことから,自 然科学的な見地から松崎遺跡の遺跡範囲は,遺跡調査地

点を中心に北東から南西方向にのびるごく限られた面積内に分布するものと思

われる。また,それに対比される砂層はユニーブル大田川から南側に分布して

いるものと思われる。

いずれにせよ,も っとも早い時期から離水を完了し,人の生活活動の場とし

て有利だつたのは現在の松崎遺跡調査区 (コ ア配 2)の北東―南西方向にのび

る直径約 100mの範囲に限られるようである .
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第 2節 既往の発掘調査成果 (東海市教育委員会 永井伸明)

松崎遺跡については、第 1章でも触れたようにこれまで 5度の発掘・確認調査が行

われているとともに、平成 15年には名古屋鉄道常滑線高架事業に伴い、松崎遺跡周

辺で愛知県教育委員会により9箇所 (約 16ポ)の試掘調査が行われている。

また、松崎遺跡に隣接する上浜田遺跡についても、平成 9年度にマンション建設に

伴う発掘調査が行われている (注 1)。

ここでは、これらの調査結果のうち包含層・遺構の有無及び地形的な面等に着日し、

成果をまとめることとする。なお、各調査箇所については、第 1図のとおりである。

1 昭和 51年度発掘調査

昭和 51年度の調査区は、線路沿いの延長約 150mに、南から北に順次 I～Ⅳ区の調

査区が設定され、Ⅱ区を東側に広げるようにⅥ・Ⅶ区が、さらにⅥ区の東側にV区が

設定されている。V区以外の調査区からは、撹乱部分を除けばいずれも遺構・遺物が

多く検出されているが、V区については、出土遺物量も少なく、遺構も検出されてい

ない。地形的に見ると、Ⅳ区からV区に向かつて落ち込み、V区東端の基盤層は標高

約 lmであり、遺跡の東端部にあたると考えられる。

2 昭和 63年度発掘調査

昭和 63年度の調査区は遺跡推定範囲の北部を斜めに横断するように設定されてい

る。調査成果をみると、調査区の北半部では製塩に伴う遺構・遺物が多く検出されて

いる一方で、南半部は後背湿地にあたり、遺構・遺物は少なく、付近の砂堆上から流

出した遺物の二次堆積層の広がりが認められている。

地形的に見ると、調査区北端部で北西方向に基盤層が落ち込み、調査区中央付近で

北東方向に落ち込んでいる。遺構については調査区南側 3分の 1部分からは検出され
~て

:いンと言ヤ`。

3 平成 15年度試掘調査

松崎遺跡周辺に設定された 9箇所の試掘坑の うち、 1・ 4～ 6・ 8。 9地点では、

埋蔵文化財は確認 されていない。埋蔵文化財が確認 された他の地点について、当時調

査を担当された蟹江吉弘氏の所見は下記のとお りである。

(1)試掘 2地点

上層を境乱によつて破壊されているものの、地表下 130 clllか ら、製塩土器・須恵
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器が出土する包含層が 60 cIIl堆積 し、基盤層にいたる。低地部の様相を示す堆積が

みられた。

(2)試掘 3地点

130 clllほ どの盛上の下に、製塩土器が出土する包含層が 60 cm堆積 し、特に包含

層下部 30 cIIlに は製塩土器の細片が多量に確認できた。

(3)試掘 7地点

地表から 20 cmの表土の下に、無遺物の砂層が 40 clll堆積する。その下に製塩土

器・須恵器が出土する包含層が 60 cIIl堆積 し、基盤層に至る。地形 と周辺の発掘調

査成果を考えると、遺跡が所在する砂堆の東端部に当たると考えられる。

4 平成 16年度確認調査

遺跡の残存状況等を確認するために実施 した調査であり、遺跡の中心部付近で、 8

本の トレンチを設定している。

トレンチ 1～ 7については、すべて遺構・遺物を多く検出しているが トレンチ 3・

5については、東側に向かって遺構・遺物が少なくなり、調査区中央付近で基盤層が

落ち込み、遺物包含層は確認できるものの遺構は検出されなかった。 トレンチ 8は近

年の盛上の下に旧水田耕作土があり、遺構 。遺物とも検出されなかった。

5 平成 9年度上浜田遺跡発掘調査

松崎遺跡に隣接する上浜田遺跡については、マンション建設部分の うち約 900ポ

(調査区 1)と 浄化槽設置部分約 100ポ (調査区 2)の調査が行われている。

いずれの調査区からも、古墳時代～平安時代にかけての製塩に伴 う遺構・遺物が多

く検出されている。調査区 1は砂堆を東西に横断するように設定されてお り、調査区

の西端と東端で、いずれも遺跡の基盤層が落ち込んでいる。

第 3節 遺跡の推定範囲 (東海市教育委員会 永井仲明)

前節までの自然科学分析及び既往の発掘調査成果の分析から推定した遺跡の範囲は

第 2図のとお りである。なお、現状の周知の埋蔵文化財包蔵地範囲については、第 3

図のとお りである。

当初は、松崎遺跡から上浜田遺跡まで砂堆が連なり、一連の遺跡 として捉えられる

可能性があると考えていたが、今回の鬼頭氏の分析結果から海域が、両遺跡を分断す
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るように内陸へ入り込んでいる可能性が高くなった。また既往の発掘調査成果からみ

ても、昭和 63年度調査区の南端部や平成 16年度調査の トレンチ 8では、遺構だけで

なく遺物包含層も確認されていないことから追認できると思われる。

このため、松崎遺跡と上浜田遺跡はどちらも製塩遺跡ということから、関連性は高

いと考えられるが、遺跡として一体のものとは扱えないと考えられる。

松崎遺跡の範囲については、海側 (西側)の縁辺 (海岸線)が平成 15年の試掘調

査結果からみて、ほぼ現在の名古屋鉄道常滑線沿いにあたると考えられ、北側及び東

側の縁辺は、既往の発掘調査で遺物包含層確認されている範囲及び鬼頭氏による、現

状地形の分析結果から推定した。南側の縁辺については、鬼頭氏が推定した海域まで

を遺跡範囲として捉えた。

また、今回の調査で松崎遺跡の存続期間中に砂堆が広がった可能性が高くなった。

鬼頭氏の分析結果から、遺跡が営まれた当初、砂堆として捉えられる範囲は、遺跡

範囲の中央付近に限られ、北西部や東部の砂堆は平安時代頃に形成されたと考えられ

る。既往の発掘調査成果からみても、遺跡の基盤層は遺跡範囲の北側・東側で落ち込

んでおり、遺跡が営まれた当初は、人の生活活動が可能な範囲外と考えられる。

砂堆の広がりについては、遺跡の存続期間中に自然堆積か、または製塩の営みに伴

い人為的に埋められたとも考えられるが、今回の調査からは明らかにできなかった。

(注 1) 立松彰・永井伸明編 1999年  『上浜田遺跡発掘調査報告』 東海市教育委員会
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第3図 現在の周知の埋蔵文化財包蔵地範囲
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第 3章 まとめ
(東海市教育委員会 立松彰 )

財団法人愛知県教育・スポーツ振興財団愛知県埋蔵文化財センターの鬼頭剛の指導

と統括によつて、松崎遺跡の古地形を復元 して、海岸砂堆の様相を明らかにするとと

もに、遺跡が立地できた範囲も確認することができた。

伊勢湾並びに三河湾の土器製塩は、弥生時代に瀬戸内海で始まり大阪湾から紀淡海

峡方面に伝った系譜によつて古墳時代に始まったものである。知多半島に位置する松

崎遺跡 (古くは松崎貝塚 と呼ばれた)は、古墳時代から平安時代まで続 く土器製塩遺

跡で、土器製塩がおよそ 500年 も続いてお り、こうした継続期間をもつ土器製塩遺

跡は全国的に見てもめず らしく、わが国の製塩を考える上で貴重である。

また、近藤義郎によつて知多・渥美地方の土器製塩の存在が証明され、森勇一、渡

辺誠によつて古代製塩における藻塩利用がはじめて明らかにされた遺跡であり、学史

のうえでも重要である。

さらに近年、早野浩二は多量の製塩土器や 日常容器類のほか、鉄製品
。鹿角製品な

どの多品目に及ぶ遺物の分析等から、塩生産のみではなく、海産物の生産
。生産用具

の製作・軍事活動等が複合 した多角的な遺跡であるとの論考を提出している。このよ

うに土器製塩のみでなく、多様な問題を提起する遺跡である。

伊勢湾並びに二河湾の土器製塩遺跡は、そのほとんどが近世の新田埋築、現代の護

岸工事、都市化によつて滅失ないしは土盛 りの下になつてお り、実際に見ることので

きるものは数箇所 しかない状況である。 60余箇所を数える知多半島の遺跡に限つて

みても、 1、 2箇所 しか見ることができない。本遺跡は、地先が近世の新田埋築によ

って、またその先に名古屋南部臨海工場地帯が形成 され、往時の景観を望むことはで

きないが、幸いなことに長 く畑地として残 され、遺跡 自体は良好な状態で残存 した。

とはいえ、遺跡の西縁に電車線路が東縁に国道が敷設されてお り、遺跡の中心域の早

急な保護が望まれる。

期  。近翻秦義譲焉1965 欧程多・涯書烏毘グ〕醐 する稜雌名」醤儡π荒聘究打 『日鉤 8』 日韓

,葬彩井‐1991磋豪鍮踊こよつ錦 萌げ笠ぶ製卿こ〕 Xの‐穆剰 酵鈷学雑測第76巻第3号

・渡辺誠1991財卿疏劃瀬a8する〕ロック・サンプリンがら託番馴釣 眸抽載罰刺愛知県理蔵文化財センタ

青耗学躍繕第20集

・1譲離二2005聴海窃幼朝黙集胸 口男縣醒』第6号 参歌明埋蔵期段陀ンター
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